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「職業情報提供サイト（日本版O-NET）」について

職業情報提供サイト（日本版O-NET）は、「ジョブ」（職業、仕事）、「タスク」（仕事の内容を細かく分解したもの、作業）、

「スキル」（仕事をするのに必要な技術・技能）等の観点から職業情報を「見える化」し、求職者等の就職活動や企業の採用活動等を

支援するサイトです。

まだ就業経験のない方や再就職先を探している方などが、どんな職業があるのか、いろいろな切り口から探したり、その職業ではどんな

仕事内容・作業が一般的に行われ、どんなスキルや知識、興味、価値観を持った方が働いているのか調べることができ、自分が向いて

いるかどうかなどを検討することができます。

また、求職者への職業相談・職業紹介を行う方、学生のキャリア形成を支援する方、企業内の人材活用に取り組む方に活用して

いただける様々な機能も搭載しています。

開発の経緯

「未来投資戦略2017」（平成 29年6月９日閣議決定）

「未来投資戦略2018」（平成30年6月15日閣議決定）

「成長戦略フォローアップ」（令和元年6月21日閣議決定）

「成長戦略フォローアップ」及び

「令和2年度革新的事業活動に関する実行計画」（令和2年7月17日閣議決定）

により主体的なキャリア形成を支える労働市場のインフラ整備として、労働

市場の「見える化」をはかるものとして記載され、これに基づいて開発され

ました。

職業情報を〝見える化〟し、求職や採用に関するさまざまな活動をサポートします。
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「日本版O-NET」の「日本版」とは

米国労働省が1998年から公開している職業情報データベース（O*NET）、

ならびに2000年から運営する職業情報サイト（O*NET OnLine）があり、

米国職業分類に含まれる約900職種について、具体的な能力、必要な知識、

向いている興味や価値観等を共通尺度上で数値化したデータが提供されてい

ます。米国の労働市場において、求職者や求人者等に対して、スキル等の共

通言語を提供する役割を果たしているサイトの日本版を目指して、日本での

数値データ取得等を行って作成しています。



機能紹介「職業情報①」

約500の職業について、業務内容はもちろん昨今の動向や労働条件まで確認できます。

職業の一般的な仕事内容・作業、就業する経路、必要なスキル、都道府県単位の労働条件、求人倍率、求人賃金などを

動画とデータで紹介しています。
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訓練検索ページへのリンクもあります。 全国の値から都道府県別の値まで、

職業分類の単位でデータを確認できます。

用語解説や求人情報検索ページへのリンクもあります。



機能紹介「職業情報②」

どのようなスキル・知識、学歴、興味・価値観を持った人が働いているかわかります。

どんな学歴の人が多いか、入職前に訓練や業務経験が必要かなど、あらかじめ知ることができます。

また、興味・価値観などから、どのような人が働いているかといった情報を知ることができます。
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機能紹介「興味・価値観検査」

仕事の「興味・価値観検査」では、自己分析から自分に適した職業までわかります。

仕事の興味・価値観に関する診断テストから、楽しいと思えることや、やりがいがあると思えることがわかります。

興味検査と価値観検査の診断テストは各60問あり、途中までの状況をマイリストに保存することも可能です。

各診断テストの結果から導き出される、自分に向いている職業の一覧から、検討することができます。
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検査をする 検査結果で自分の特徴を表示 検査結果から適職を見る

さらに、絞り込みや並べ替え、組み合わせ検索が使えます。



機能紹介「職業検索」

利用者の立場や志向に合わせて、さまざまな方法で職業を調べられます。

テーマや職種カテゴリーで検索できる他、イメージ（地図）、仕事の性質や、そのほかのいろいろな切り口から検索できるなど、

異なる立場の人がそれぞれに合った方法で職業情報にふれられるように、幅広い検索機能を用意しています。

■イメージ検索（地図）

地図のイラストを選択するだけで該当する職業を

提示する機能。好きな場所や勤務スタイルなどから、

直感的な職業検索が可能です。

■いろいろな切り口から検索

「B to B（企業間で行われる仕事）」「IT関連」

「介護関係」など、さまざまな切り口別に職業

を検索できます。業界理解にも役立ちます。

職業検索機能（一例）
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機能紹介「経歴・スキルの可視化」

これまでの経歴の振り返りや、現状のスキル分析ができます。

経歴や現状のスキルから「職業能力プロフィール」を作成し、強み弱みを可視化することができます。

目的とする職業に必要な能力とプロフィールを比較すれば不足しているスキルや知識」を明確にすることも可能です。

■キャリア分析

自分の「職業能力プロフィール」と希望する職業のフィット感を確認できます。

スキルの過不足の可視化や、他のおすすめ職種も紹介。求人情報の検索もできます。
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各項目の値の目安を確認しながら作成できます。



機能紹介 「その他、就職活動やキャリアアップに役立ついろいろな機能」

他にも、さまざまな便利な情報、機能を活用できます。
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■求職ガイド

求職活動の流れに沿って、日本版O-NETも活用しながら

必要なことを検討し、ワークシートに整理できます。

■ホワイトカラー系19職種レベルチェック

現在のレベルと求められるレベルを見える化することで、

今後のキャリアプランに活かせます。

■その他 便利な機能

「知って役立つ 労働法」など役立つ情報を提供しています。



機能紹介「人材募集サポート」

採用活動の流れの確認から、求める人材を採用するための準備まで、幅広く活用できます。

人材募集に必要な各種機能を取り揃えています。例えば、地域の同種の職業の賃金のデータや募集に役立つデータなどの確認ができます。

ポイントごとに何を確認すればよいかは、「求人ガイド」にまとまっています。

さらに、求人募集したい職業に近い職業データをもとに、求人要件を整理したり、求人票のベースを作成することもできます。

■求人ガイド・ワークシート

採用活動の流れとその時の注意点、本サイトの利用方法がまとめられています。

必要な情報を書き込める「ワークシート」も付いています。

人材募集サポート機能（一例）

■人材採用支援・職務整理支援機能

指示に従って職業データの情報を入力すると、

基本的な求人要件を整理し、求める人物像を明確化できます。
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機能紹介「人材育成サポート」

社員一人ひとりの経歴・スキルをまとめ、人事や人材育成に役立てられます。

■職業能力チェック

ホワイトカラー系職種（19種）については、チェックシートで、自分ができること、これか

らできるようにしていく必要があることなどが分かり、レベルアップのための研修計画の検

討に役立ちます。

人材育成サポート機能（一例）

例えば、部門再編を考える場合など、想定している社員のグループの平均的なスキル、知識などを使い、新しい仕事と比較することで、

不足する知識やスキルなどを把握し、人材配置や教育の計画などに活かせます。社員一人ひとりに「しごと能力プロフィール」を

作成してもらい、将来、期待する人材像と比較するなどにより、さらに個人の状況にフォーカスした研修計画が可能となります。
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■人材活用シミュレーション機能

職業に求められる一般的なスキルと社員のスキルを比較し、不足を補う人材育成が行えます。



機能紹介「社内業務のタスク管理」

社内の業務状況を細かく見える化することで、迷いなく業務改善に取り組めます。

人材支援・職務整理支援機能を使って、社員一人ひとりの業務内容をデータ化して整理。

業務の偏りや重複などを見える化することで、業務改善に取り組めます。
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多くの方にご利用いただくために

求職者、企業の担当者、支援者など、立場に応じて便利に使えるサイトです。

11

本サイトのTOPページから
すぐに目的の機能にたどり着けます。

■利用者別機能について

・個人での利用
社会人、転職希望者、学生など、それぞれの
立場に応じて、必要な機能を使えます。

・企業での利用
的確な人材の採用につながる採用活動、研修
計画の作成、社内の業務整理など幅広い業務
に使えます。

・支援者としての利用
キャリアコンサルタント、紹介事業者、大学
のキャリアセンターなどの業務に、豊富な
データ・機能を役立てられます。

■便利な情報など
ほかにも「求職・求人ガイド」「労働法の基
礎知識などの便利な情報のほか、本サイトの
使い方をまとめたパンフレットなど、さまざ
まな情報を取得できます。


